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建
応
寺
跡
第
二
次
発
掘
調
査

一、

調
査
の
経
過

付
発
掘
ま
で
の
経
過

昭
和
五
二
年
一
一
月
の
建
応
寺
跡
緊
急
分
布
-
調
査
に
基
づ
き
、
当
委
員
会

は
、
昭
和
五
三
年
一

O
月
、
建
応
寺
跡
第
一
次
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
第
一
号
堂
祉
の
礎
石
群
は
、
ほ
ぼ
旧
態
の
ま
ま
検
出
さ
れ
、
堂
{
予
の
規

模
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
見
さ
れ
た
遺
物
か
ら
、
そ
の
存
在
の
時
期

は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
中
世
に
及
ぶ
も
の
と
推
定
さ
れ
た
が
、
確
定
的
判
断

は
今
後
の
調
査
に
委
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
一
号
堂
社
は
、
礎
石
の
焼
け
た
跡

や
木
炭
片
の
検
出
か
ら
焼
失
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
廃
絶
の
時
期

に
つ
い
て
は
明
確
に
つ
か
む
資
料
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
の
調
査
は
、
前
述
の
第
一
次
調
査
で
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
事
柄
を

探
究
す
る
と
と
も
に
第
二
号
堂
社
、
第
三
号
堂
祉
の
規
模
、
性
格
等
を
究
明
す

る
た
め
実
施
す
る
こ
と
と
し
た。

準
備
段
階
と
し
て
、
関
係
地
主
の
柴
本
周
三
氏
ほ
か
四
名
の
快
諾
を
得
、
地

元
間
山
部
落
で
は
区
を
あ
げ
て
の
協
力
体
制
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
調
査
団

の
編
成
を
終
え
、
法
手
続
き
を
と
る
た
め
、
九
月
八
日
付
を
も
っ
て
文
化
庁
長

官
に
発
掘
通
知
を
済
ま
せ
た
。

(二)

調
査
団
の
編
成

中

野

市

教

育

委

員

会

今
回
の
発
掘
一
調
査
しは
第
二
次
で
あ
り
、
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
経
験

あ
る
第
一
次
調
査
で
の
調
査
員
等
の
皆
さ
ん
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
、
左
記
の
と
お
り
調
査
聞
を
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
に
九
月
二
八
日
付

で
ご
委
嘱
申
し
あ
げ
た
。

。
建
応
寺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
団
の
編
成

調
査
責
任
者
菅
沼
利
雄

顧
問

金
井
喜
久
一
郎

調
査
団
長

金
井
汲
次

調
査
員

田
川
孝
生

檀
原
長
則

小
林
軍
司

金
井
文
司

11 11 11 
調
査
補
助
員

小矢池
林 野田
義忠 実
一良男

中
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長

長
野
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員

信
濃
史
料
刊
行
会
常
任
編
さ
ん
委
員

中
野
市
文
化
財
保
護
審
議

1 -

日
本
考
古
学
協
会
員

会
長

日
本
考
古
学
協
会
員
、
平
野
小
学
校
教
諭

長
野
県
考
古
学
会
員

中
野
市
誌
編
さ
ん
協
力
員

長
野
県
考
古
学
会
員
、
小
布
施
町
公
民
館
主
事

高
井
地
方
史
研
究
会
員

官
向
井
地
方
史
研
究
会
員

高
井
地
方
史
研
究
会
員



関
山
区

調
査
協
力
団
体

事
務
局
中
野
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

局
発
掘
経
過

一
O
月
九
日
(
火
〉
く
も
り
の
ち
晴

本
調
査
は
一

O
月
八
日
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
雨
の
た
め
-
日
延

期
し
、
本
日
か
ら
開
始
し
た
。
午
前
中
は
、
発
掘
器
材
等
を
自
動
車
運
搬
の
最

終
地
点
か
ら
約
二

O
分
程
の
山
道
を
運
び
あ
げ
た
。
テ
ン
ト
張
り
、
堂
社
お
よ

び
そ
の
付
近
の
下
草
刈
り
や
清
掃
を
し
、
調
査
の
成
功
を
祈
っ
て
、
ま
た
、
寺

院
枇
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
池
田
実
男
氏
読
経
に
よ
る
慰
霊
を
行
な
う
。
午
後
は
、

ト図ツグリ第 1図

縫
石
の
確
認
を
行
な
い
、
二
号
堂
一
祉
に
三
メ

ー
ト
ル
正
方
の
グ
リ
ッ
ト
を
設
置

し
た
。
午
後
、
顧
問
の
金
井
喜
久
一
郎
先
生
が
指
導
と
激
励
に
み
え
た
。

一
O
月
一

O
日

(
水
)
晴
の
ち
く
も
り

午
前
は
、
第
一
号
堂
祉
と
第
二
号
、
第
三
号
堂
社
と
の
聞
の
下
草
刈
り
を
行

な
い
、
D
グ
リ
ッ
ト
か
ら
約
一

0
セ
ン
チ
掘
り
下
げ
る
発
掘
作
業
に
入
っ
た
。

午
後
も
全
員
で
発
掘
を
行
な
い
、

c
lの
グ
リ
ッ
ト
表
面
か
ら
白
磁
片
を
発

見。
一
O
月
一
一
日
(
木
)
晴

昨
日
に
つ
づ
い
て

C
及
び

D
グ
リ
ッ
ト
の
発
掘
を
行
な
っ
た
。
午
後
、
市
文

化
財
保
護
審
議
委
員
四
名
が
視
察
に
み
え
た
。

D
4
か
ら
す
り
鉢
片
発
見
。

一
O
月
一
一
一
日
〈
金
〉
晴

汚

5m 
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B
グ
リ
ッ
ト
に
発
掘
作
業
が
移
る
。
午
後
、

土
製
神
像
片
を
B
3
か
ら
発
見
。

神
像
片
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
調
査
団
員
の

移
植
ゴ
テ
に
は
一
段
と
力
が
入
っ
た
。
参
観
者

石
川
修
氏
ほ
か

一
O
月
一
一
一
一
日
(
土
)
晴

B
グ
リ
ッ
ト
の
発
掘
を
行
な
い
、

B
4
か
ら

古
銭
(
永
楽
通
宝
〉
を
発
見
。
史
実
解
明
の
手

が
か
り
と
も
い
え
る
古
銭
の
発
見
や
昨
日
の
神

像
片
の
発
見
に
団
員
の
目
は
輝
き
、
調
査
に
一

層
の
熱
気
が
こ
も
る
。
参
観
者
小
林
徳
雄
、

下
回
由
人
氏
ほ
か

。ノ E
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、
ι‘ 
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一
O
月
一
四
日
(
日
)
晴

B
グ
リ
ッ
卜
か
ら
重
要
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に

B
グ

リ
ッ
ト
の
遺
物
発
見
に
努
め
な
が
ら
A
グ
リ
ッ
ト
の
発
掘
作
業
に
移
っ
た
。

A
グ
リ
ッ
ト
西
角
の
礎
石
表
面
に
田
様
の
線
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
発
見
。
堂

建
設
の
基
準
に
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
貴
重
な
礎
石
で
あ
る
。
第
二
号

堂
祉
の
発
掘
が
、
ほ
ほ
終
了
し
た
の
で
、

第
三
号
堂
祉
に
二
メ
ー
ト
ル
正
方
の

グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
た
。
参
観
者
遠
藤
寛
氏
ほ
か

一
O
月
一
五
日
(
月
)
晴

第
三
号
堂
祉
H
グ
リ
ッ
ト
か
ら
発
掘
を
始
め
る
。

H
グ
リ
ッ
ト
南
側
に
土
止

め
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
石
が
並
べ
て
あ
る
こ
と
を
新
た
に
確
認
。
G
グ
リ

ッ
ト
の
発
掘
も
合
せ
て
行
な
っ
た
。
参
観
者
長
針
功
氏
ほ
か

一
O
月
一
六
日
(
火
)
晴

昨
日
に
つ
づ
い
て

G
-
H
グ
リ
ッ
ト
四
番
付
近
を
発
掘
し
た
。
新
聞
記
者
等

が
取
材
に
訪
れ
、
金
井
団
長
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
る
。

一
O
月
一
七
日
(
水
)
晴

E
-
F
グ
リ

v
ト
の
発
掘
を
開
始
。
中
野
平
中
学
校
生
徒
十
数
名
が
発
掘
作

業
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
水
道
謀
技
師
の
応
援
を
得
て
、
電
波
探
知
器
に
よ
る

金
物
遺
物
の
探
査
を
行
な
っ
た
。
午
後
、
不
動
明
王
の
剣
の
破
片
を
H
5
か
ら

発
見
。
団
長
金
井
先
生
は
、
し
だ
い
に
堂
の
性
格
等
が
判
明
し
て
き
た
こ
と
を

示
唆
さ
れ
た
9

一
O
月
一
八
日
(
木
)
く
も
り
の
ち
雨

午
前
は
、
丹
念
に
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る
グ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
発
掘
を
行
な
う
と
と
も
に
堂
宇
の
規
模
、
礎
石
の
形
等
、
建
設
課

1 

6 

ンハー調査メ
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第2図

技
師
の
応
援
を
得
て
平
板
測
量
を
行
な
っ
た
。
午
後
も
雨
足
の
し
げ
く
な
る
中

で
平
板
器
の
上
に
シ
l
ト
を
張
り
測
量
を
行
な
っ
た
。
永
沢
技
師
は
、
ア

リ

ダ
1

ド
を
の
ぞ
き
懸
命
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
が
、
暗
く
な
る
に
し
た
が
っ

て

ポ
ー
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
測
量
を
中
止
し
た。

i
4
か
ら
小

形
の
糸
切
底
の
杯
(
ほ
ぼ
完
形
)
を
発
見
。



一
O
月
一
九
日
(
金
〉
く
も
り
時
々
雨

台
風
一
八
号
の
接
近
で
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
た
め
、

一
部
測
量
や
埋
戻
し、

撤
収
作
業
が
残
っ
た
が
、
本
調
査
計
画
の
最
終
日
で
も
あ
る
の
で
、
報
告
会
と

慰
労
会
を
、
午
後
、
間
山
公
会
堂
で
行
な
っ
た
。

団
長
金
井
先
生
か
ら
中
間
報
告
と
い
う
形
で
発
掘
遺
物
や
堂
宇
の
見
取
図
に

基
づ
い
て
、
建
応
寺
の
性
格
、
第
二
号
、
第
三
号
堂
祉
の
規
模
等
に
つ
い
て
詳

細
な
報
告
が
あ
り
、
ま
た
、
顧
問
の
金
井
喜
久
一
郎
先
生
か
ら
は
約
三

0
分
間

に
わ
た
っ
て
歴
史
的
背
景
と
今
後
の
調
査
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た

だ
い
た
。
間
山
区
長
さ
ん
は
じ
め
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
約
三

O
名

が
熱
心
に
地
域
の
歴
史
に
耳
を
傾
け
、
建
応
寺
跡
が
県
下
で
も
類
例
の
な
い
重

要
な
史
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
文
化
財
保
護
の
思
想
が
間
山
地
域
に

板
ざ
し
て
き
た
こ
と
を
感
受
し
た
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
測
量
は
、
一

O
月一一一一

日
、
二
三
日
、
檀
原
調
査
員
と
池
田
調
査
補
助
負
と
に
よ
っ
て
行
な
い
、
埋
一
戻

し
、
撤
収
作
業
は
、
一

O
月
二
五
日
に
行
な
い
、
本
調
査
は
終
了
し
た
。

こ
の
よ
う
に
今
回
の
調
査
も
第
一
次
発
掘
調
査
に
つ
づ
い
て
、
建
応
寺
跡
探

究
の
た
め
の
多
大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、

ζ

の
問
、
秋
の
と
り
入
れ

時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳

名
を
左
に
か
か
げ
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
(
敬
称
略

・
順
不
同
)

矢
野
修
白

羽
片
邦
義

阿
部
光
彦

海
野
昭
二

矢
野
儀
一

鈴
木
正
信

関
取
茂
善

阿
部
常
男

小
林
保
子

海
野
静
夫

小
林
東
助

荒

井

猛

土
屋
恒
幸

古
川
今
朝
治

牧
野
政
一

中
山
袈
市

市
川
広
吉

関
谷
満
雄

古
川
安
公

海
野
福
松

羽
片
国
雄

羽
片
正
人

土
屋
照
雄

海
野
一
男

牧
野
恒
子

酒
井

酒
井
安
明

黒
岩
万
吉

小
林
勇
生

海
野

桂

土
屋
照
雄

米
沢
広
夫

畔
上
克
直

小
林
正
志

武

田

勝

海
野
進
一

椎
谷
由
紀
子

堀
内
直
子

小
林
秀
男

永
沢
知
之

関
取
昌
弘

佐
藤
と
み
子

佐
藤
嘉
市

小
林

充

小
林
恒
子

湯
本
彦
孜

小
林
三
史

和
田
幸
治
矢
嶋
明
美

樋
口
恵
里
子

関
取
久
江

山
崎
義
郎

小

林

勝

沼
米
千
代
子

(
山
口
耕

一
)

二
、
建
応
寺
を
め
ぐ
る
地
名

日
野
村
誌
に
よ
れ
ば
、
「
天
台
宗
間
沢
山
普
門
院
建
応
寺
は
七
堂
伽
藍
、
塔

頭
十
二
坊
あ
り
」
と
誌
さ
れ
て
い
る
。
以

下

仁

五

堂
、
十
二
坊
祉
に
つ
い
て

乏
し
い
文
書
か
ら
略
述
す
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
考
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
今
後
の
調
査
研
究
に
倹
つ
ほ
か
は
な
い。

一一4 ーー

付

仁
王
裳

閉
山
区
所
蔵
の
検
地
帳
に
は
延
宝
三
年
(
一
六
室
〉
以
降
数
次
に
わ
た
り
検
地

が
く
り
か
え
さ
れ
、
写
し
つ
が
れ
改
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
天
保
四
年

(
一八
三
三
)
巳
年
九
月
の
写
と
天
保
十
四
年
(
一八
四
一
号
卯
八
月
の
古
絵
図
で
終
っ

て
い
る
。

こ
の
検
地
帳
と
古
絵
図
の
地
番
と
照
合
し
て
見
る
時
、
建
応
寺
跡
附
近
の
西

斜
面
の
大
部
分
四
、
五
筆
の
畑
地
が
仁
王
堂
地
籍
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
西
斜
面
に
仁
王
門
祉
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
二
次
調
査
の
表

面
採
集
で
も
土
師
器
片
や
灰
粕
片
が
見
つ
か
っ
た
り
、
門
祉
と
し
て
も
格
好
の

場
所
も
あ
っ
た
。
し
か
し
江
戸
初
期
頃
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
耕
地
と
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
現
在
ま
た
杉
林
に
な
っ
て
い
る
た
め
こ
れ
が
確
認
は
至

， 

e 



1 . 
0 

難
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
図
に
本
年
度
ま
で
に
発
掘
さ
れ
た
堂
社
は
元
禄
の
山
割

の
寺
屋
敷

・
横
道
上
で
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
畑
地
と
は
な
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

∞ 
十

坊

坊
跡
は
建
応
寺
跡
一
帯
が
階
段
状
の
地
形
の
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
あ
る
い

は
寺
屋
敷
附
近
に
散
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
海
野
氏
蔵
の
「
重
代
永

長
覧
」
(書
体
は
記
載
内
容
か
ら
江
戸
中
期
頃
の
も
の
と
推
定
〉
の
一
節
に
、

(

建

)

(

称
〉

軒
の
う
寺
十
二
坊
居
宅
ょ
う
が
い
に
取
道
光
坊
と
申
跡
は
道
光
と
名
生
と
な

(称〉

い
し
ゃ
光
坊
と
申
跡
は
名
生
し
ゃ
光
寺
と
申
武
道
坊
と
申
跡
は
武
た
い
(
舞

台
)
と
申
(
中
略
)
、
け
ん
の
う
寺
の
い
わ
く
尋
ね
候
な
ら
ば
戸
隠
本
坊
に

て
こ
と
ん
¥
く
明
細
に
書
付
あ
り
。

以
上
十
二
の
坊
名
と
現
在
の
地
名
の
呼
び
名
と
共
通
す
る
点
も
多
い
。
尚
こ

の
地
名
を
間
山
区
の
中
で
み
る
と
、
十
二
坊
の
内
七
坊
は
耕
地
や
村
落
の
中
に

坊関係地名表

名|現地名

1 1道 光 |道 光

21しゃ光 |しゃぐじ l

3 I武 道|舞台(ぶて〉

光|円赤者坂戸

5 1なん光l号な具J
6 I普にん|川 端

7 I安 心|粟 畑

8 I丹
9 Iたっしよう|たちょう場

光|弓さ21J
道 |烏 頭

道|石の塔と

第 1表

Q 

百

あ
っ
て
、
桐
が
る
る
と
か
、
湧
水
が
あ
る
、
五
輪
塔
が
あ
っ
た
な
ど
坊
跡
と
も

推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
其
の
他
の
五
坊
所
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
山

林
中
に
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
し
た
出
土
品
も
な
く
伝
承
も
少
な
い
。(

小
林
軍
司
〉

=一、唯志

構

ハ
円
第
二
号
堂
社

本
年
度
調
査
し
た
面
積
は
、
約
二
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
(
七

O
坪
)
に
及
び

二
棟
の
堂
社
が
確
認
さ
れ
た
。
西
側
の
堂
祉
を
第
二
号
堂
社
、
そ
の
東
側
(
山

際
)
の
堂
祉
を
第
三
号
堂
祉
と
し
て
、
一
応
別
々
の
性
格
を
有
す
る
堂
社
と
考

え
て
、
第
二
号
堂
社
か
ら
説
明
す
る
事
と
す
る
。

第
二
号
堂
社
は
昨
年
調
査
し
た
、

第

一
号
祉
の
北
方
約
一
七
・
八
メ
ー
ト
ル

(
礎
石
間
)
離
れ
、
そ
の
聞
は
ほ
ぼ
水
平
の
地
形
で
あ
る
。
末
調
査
の
堂
祉
の
礎

石
が
北
方
約
四
・
二
メ
ー
ト
ル
の
所
に
露
出
し
て
い
る
。
発
掘
前
の
現
状
は
東

西
に
中
心
線
で
分
け
て
、
南
半
分
は
礎
石
面
が
露
出
し
て
い
て
、
北
半
分
は
山

か
ら
流
出
の
土
砂
に
よ
り
、
次
第
に
深
く
埋
め
ら
れ
て
最
も
深
い
所
で
四

O
セ

- 5ー

ン
チ
に
達
し
て
い
る
。
三

O
年
生
前
後
の
杉
造
林
地
の
為
め
、
調
査
不
可
能
の

個
所
が
あ
る
の
は
残
念
だ
が
致
し
方
な
い
。
次
に
礎
石
面
の
観
察
を
記
録
す
る

と
(
第
一
一
一
図

)ωω
は
廻
縁
束
石
で
、
峠
道
に
重
複
し
て
い
る
為
め
か
、
そ
の
聞

の
三
倍
程
、
が
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
西
方
を
正
面
と
考
え
て
廟
(
向
拝
〉
の
有

無
を
確
認
の
為
め
、
試
掘
し
た
が
、
礎
石
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

ωωω
と
も

径
五

O
程
内
外
の
自
然
石

(ω
を
除
い
て
全
部
同
じ
)
で
判
は
、
移
動
し
た
礎
石
と

考
え
ら
れ
る
。
同
制
は
北
側
の
廻
縁
の
束
石
だ
が
同
の
面
が
帥
よ
り
九
セ
ン
チ



高
く
な
っ
て
お
り
、
第
一
号
堂
祉
の
廻
縁
の
平
面
に
二
個
並
列
の
例
と
違
い
段

差
の
有
る
並
列
と
な
っ
て
い
る
。

例
は
今
回
の
発
掘
で
特
筆
さ
れ
る
礎
石
〔
第
四
図
)
で
径
は
五

O
x
六
O
セ

γ
チ
で
真
中
に
僅
か
に
焼
け
た
痕
跡
の
あ
る
石
で
、
そ
の
面
に
記
さ
れ
た
陰
刻

タ

ザ

ギ

ヤ

ス

リ

は
建
物
の
基
準
を
示
め
す
為
に
撃
、
或
は
鐙
な
ど
で
刻
ま
れ
た
、
深
さ

0
・
五

ミ
リ
、
巾
一
ミ
リ
内
外
の
線
刻
で
、
中
心
線
が
南
側
に
つ
き
抜
け
て
い
て
、
東

西
南
北
の
線
は
中
心
に
十
セ

ν
チ
内
外
し
か
な
く
、
四
角
の
直
径
は
約
三

=
7

三
セ
ン
チ
で
、
こ

の
事
は
、
第
一
号
堂
祉
の
規
準
尺
の
考
察
か
ら
、
合
同
麗
尺
系

統
(
或
は
大
宝
令
の
大
尺
)
の
規
準
尺
ハ
造
営
尺
)
の
数
値
の
確
定
に
寄
与
す
る

単
位
で
、
円
柱
の
径
の
、
三
三
、
コ
一
セ
ン
チ
は
規
準
尺
の
九
寸
と
換
算
す
る
とか

ね

建
応
寺
造
営
尺
一
尺
は
曲

尺
一
、
二
二
尺
、
三
七
セ

ap 
屯 C

第二 ・三号堂祉遺構図第 3図

。
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• 

ン
チ
と
な
っ
て
後
述
の
建

物
の
規
準
尺
と
し
て
使
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
興
味
を
引
く
の
は

中
心
線
の
方
向
が
現
在
の

礎
石
の
方
向
と
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
真
南
北
を
指
し

て
い
る
点
で
、
第
一
号
堂

社
も
同
一
方
向
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る

事
は
、
天
体
と
仏
教
の
関

係
で
特
に
北
斗
七
星
は
斗

柄
〈
け
ん
さ
き
〉
の
方
向
で

時
候
、
時
間
の
観
測
が
可

能
で
、
地
平
線
に
沈
ま
な

- 6 ー
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い
な
ど
季
節
に
関
係
な
く



電 v

世

ーーB
1) 

線刻礎石実測図第4図観
測
出
来
、
ま
た
仏
教
上
は
明
五
星
の
精
と
見
て
こ
れ
を
祭
れ
ば
天
災
地
変
を

未
然
に
防
ぐ
と
さ
れ
、
北
斗
受
茶
羅
(
ま
ん
だ
ら
)
を
本
尊
と
す
る
北
斗
法
は

密
教
の
最
大
秘
法
と
さ
れ
、
宮
中
で
も
平
安
時
代
以
降
、
元
旦
の
四
方
拝
に
北

斗
の
本
命
星
を
供
養
さ
れ
た
と
云
う
。
ま
た
航
海
の
指
針
に
大
切
な
星
と
さ
れ

る
点
か
ら
、
熊
野
信
仰
の
発
展
と
熊
野
水
軍
の
活
躍
な
ど
、
考
察
の
範
囲
が
広

が
っ
て
行
く
、
こ
の
様
な
関
連
性
か
ら
、
北
斗
七
星
の
杓
の
二
星
ハ
指
極
星
)

の
間
隔
の
五
倍
の
所
に
あ
る
北
極
星
の
存
在
は
、
洋
の
東
西
を
閉
め
ず
、
古
代

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
北
方
の
動
か
な
い
星
(
現
在
北
極
星
は
真

北
よ
り
一
度
離
れ
て
い
て
写
真
で
は
小
さ
な
円
を
描
く
)
の
存
在
は
北
の
方
向
を
示

~ 

件

、s

す
基
準
と
さ
れ
、
建
応
寺
の
建
立
に
も
多
分
こ
の
方
式
が
用
い
ら

れ
、
造
営
さ
れ
た
建
物
が
、
当
時
の
天
文
台
の
役
割
を
持
ち
、
呪

(
注
一
)

験
者
(
修
験
者
〉
の
民
衆
教
化
に
役
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仙
判
例
は
植
林
、
風
倒
木
な
ど
の
理
由
に
よ
り
移
動
し
た
と
考
え

ら
れ
る
石
で
、
そ
れ
ぞ
れ
礎
石
と
し
て
の
面
を
持
っ
て
い
る
。
帥

は
柱
の
中
心
点
、
が
や
L
西
方
に
寄
っ
て
い
る
が
、
巾
五
二
セ
ン
チ

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
面
を
有
す
る
石
が
東
西
を
軸
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。

ωは
五
輪
塔
の
台
石
(
地
輪
〉
で
石
質
は
安
山
岩
で

赤
褐
色
を
呈
し
て
、
近
く
で
は
猪
首
山
産
出
の
石
材
に
似
て
い
る

が
、
加
工
は
や
や
粗
雑
で
北
面
三
四
セ
ン
チ
、
高
さ
二
六
セ
ン

チ
、
西
面
三
三
セ
ン
チ
、
高
さ
二
三
セ
ン
チ
、
南
面
三
四
セ
ン

チ
、
高
さ
一
一
六
セ
ン
チ
、
東
面
三
五
セ
ン
チ
、
高
さ
二
四
セ
ン

チ
、
で
文
字
は
無
く
下
面
は
安
定
を
図
る
為
、
浅
く
円
く
凹
ま
し

て
い
る
。
悼
と
の
水
平
面
の
差
は
七
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

M
W

は
底
辺
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
を
数
え
る
三
角
形
の
大
石
で
柱
跡
は
や
L
西
南
に

片
よ
っ
て
あ
り
、

黒
ず
ん
だ
焼
跡
を
残
し
て
い
る
。
帥
は
帥
と
対
を
な
す
大
石

で
柱
跡
に
似
た
個
所
が
柱
の
測
定
位
置
よ
り
約
一一一

0
セ
ン
チ
程
ず
れ
で
い
る
の

が
問
題
を
残
す
点
だ
ろ
う
。

M
W
帥
帥
仰
は
帥
を
水
平
と
し
て
ゆ
と
は
五
セ
ン

チ、

ωと
は
一
八
セ
ン
チ
の
差
を
示
し
四
個
の
石
、
か
一
団
と
な
っ
て
い
た
。
聞

は
三
三
セ
ン
チ
程
の
円
い
柱
跡
が
あ
り
、
制
と
倒
の
面
は
十
セ
ン
チ
の
差
が
あ

り
、
酬
は
杉
株
で
約
半
分
の
露
出
で
あ
る
、
倒
の
石
は
少
し
北
に
ず
れ
た
感
じ

に
な
っ
て
い
る
が
、
倒
闘
は
南
北
を
軸
に
使
用
さ
れ
、

M
W
は
中
心
に
柱
跡
と
思

わ
れ
る
痕
跡
を
残
し
西
側
が
崩
れ
て
い
る
。
凶
の
水
平
面
が
闘
よ
り
一
四
セ
ン

30cm 。
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チ
高
く
な
っ
て
お
り
、
間
帥

ω同
の
面
と
水
平
を
示
す
点
を
考
え
る
と
建
造
後

の
修
補
の
為
め
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
と
倒
が
廻
縁
の
礎
石
の
直
列
よ
り
や

tA

ず
れ
て
位
置
的
に
は
対
を
な
し
て
存
在
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
、
全
体
的
に

見
て
第
二
条
堂
祉
の
礎
石
面
の
火
熱
の
跡
が
弱
か
っ
た
様
に
察
せ
ら
れ
る
。

以
上
で
礎
石
の
概
観
を
終
っ
て
建
物
の
規
模
に
移
る
と

一
辺
七
・
四
メ
ー
ト

ル
の
三
間
四
面
の
お
堂
で
造
営
尺
で
は
二

O
尺
と
な
る
、
(
以
下
尺
は
造
営
尺
〉

西
菌
、
南
面
の
廻
縁
来
石
と
主
柱
礎
石
聞
は
一
四
八
セ
ン
チ
(
四
尺
)
で
東
面

の
廻
縁
来
石
は
二
ハ
六
・
五
セ
ン
チ
(
四
尺
五
寸
)
だ
と
思
わ
れ
、
北
面
は
刷

ω帥
闘
が
一
四
八
セ
ン
チ
に
該
当
す
る
が
、
同

ω同
開
倒
列
と
す
る
と
約
三
五

セ
ン
チ
の
差
が
有
る
、
一
八
五
セ
ン
チ
(
五
尺
)
だ
と
す
る
と
外
の
面
よ
り
広

く
な
る
が
廻
縁
の
巾

(
広
さ
〉
に
ま
で
影
響
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。

主
柱
聞
の
距
離
は
二
四

0
・
五
セ
ン
チ
(
六
・
五
尺
)
|
二
五
九
セ
ン
チ
(
七

尺
)
|
二
四
O
、
五
セ
ン
チ
(
六
・
五
尺
)
の
建
物
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
少

し
規
模
が
小
さ
い
建
造
物
で
鎌
倉
時
代
に
出
来
た
下
伊
那
郡
大
鹿
村
大
河
原
上

ゾ

〈注
二
)

蔵
に
あ
る
福
徳
寺
本
堂
が
近
似
し
た
建
造
物
と
考
え
ら
れ
る
。

t今

第
三
号
堂
枇

第
二
号
祉
に
ほ
ど
並
行
し
て
東
側
に
第
三
号
堂
社
が
る
る
、
礎
石
面
で
の
比

古
同
は
、
三
号
堂
祉
面
が
八

0
セ
ン
チ
程
高
く
な
っ
て
い
る
、
北
東
の
礎
石
は
山

腹
よ
り
流
出
の
土
砂
に
約
四

0
セ
ン
チ
埋
っ
て
い
た
、
南
西
の
所
の
礎
石
が
四

個
失
わ
れ
て
い
た
、
ま
た
、
露
出
し
た
礎
石
面
が
造
林
に
伴
う
焚
火
等
で
黒
ず

ん
だ
個
所
も
見
う
け
ら
れ
る
。
制
の
周
囲
一

・
五
メ
ー
ト
ル
程
が
撹
乱
さ
れ
五

個
の
石
が
集
石
さ
れ
約
三

0
セ
ン
チ
程
凹
ん
で
い
た
、
使
用
さ
れ
て
い
る
自
然

F 

S 

石
は
径
三
O
l
五

0
セ
ン
チ
内
外
の
石
で
柱
跡
の
明
瞭
に
判
定
さ
れ
る
痕
跡
の

有
る
礎
石
は
無
い
が
表
面
積
か
ら
割
出
し
て
径
一
O
|
二

0
セ
ン
チ
内
外
の
柱

(角

・円
は
不
明
)
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
側
|
制
列
の
南
側
で
二

個
の
礎
石
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
西
側
の
や
L
傾
斜
し
た
所
に
有
る
凶
凶

倒
帥
等
の
石
が
礎
石
の
移
動
し
た
石
と
考
え
た
場
合
は
北
及
び
東
側
の
外
縁
の

礎
石
の
間
隔
か
ら
九
三
セ
ン
チ
内
外
の
巾
で
並
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

規
準
尺
を
二
通
り
選
定
し
て
測
定
し
て
み
た
結
果
を
記
す
と
、
(

I

)

三
七
セ

ン
チ
尺
の
場
合
南
側
か
ら
、

zz 

(S 

A

・印、河円

]
出
品
目
送

(宮)

N

・印河

申

N

印円詰

官
1
3

ω
・印、羽山{

]{N
申
・
印
ミ
詩

]戸叶冶
川円

出
N
喧
円
昌

(

E

)

の
場
合
=
二
・
二
五
セ
ン
チ
尺

塞

寧

雪

雲

印・
ω河

品

・

印

、河

印

河

H
O

叫
・∞
叶
印
円
詰
戸
品
0

・由
N

印町道

]戸町田・
M

印司選

、
p

r

M

O河

E

2-

由旧印司君

次
に
建
物
の
規
模
で
あ
る
が
、
礎
石
の
大
き
さ
と
配
列
か
ら
廻
縁
が
有
る
と

考
え
た
場
合
。

(g 

ω
・印」洲

一-N
3

印
司謎

PJ 

ω
河

]
{
〕

{
]
j
n

詰

- 8 ー

Eト

~ 

昔

日
出

品
河

】
凶
印
同
誌

百
hC

ω
河

川

Vω
・J

可
印
口
語

f
F
)
S
2」
出

品

N
印・印ミ

(∞)
ω

H
-
M
印
市

詩

河

品

N
H

S

印事

と
な
り
仮
に
廻
縁
の
無
い
と
考
え
た
場
合
は
前
出
の

(I
X
E
〉
の
合
計
尺
と
な

る
。
ま
た
刷
|
個
列
に
礎
石
が
無
か
っ
た
と
考
え
た
場
合
、
西
方
を
正
面
と
見

な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、

第
二
号
堂
祉
の
礎
石
の
配
列
と
の
不
整
合
が
気
に
か
か

H
H

・印冶山
円

H
ω

印河

も

& 



-

t

 

t
 

る
。
刷
|
側
聞
の
配
石
を
雨
落
遺
構
と
見
て
廻
縁
の
有
る
入
母

屋
作
り
の
建
築
を
想
定
し
て
、

え
た
。

一
応
南
側
を
正
面
で
あ
る
と
考

注

一
「
二
五
年
を
迎
え
た
難
波
宮
発
掘
」
長
山
雅

一
信
毎
五
四
、

二
、
三
、
時
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
前

・
後
期
の
宮
殿
跡
が
、
中
軸
線

が
共
有
し
ほ
ぼ
県
南
北
の
方
位
で
造
営
さ
れ
て
い
る
と
、
報
告
さ
れ

て
い
る
。

注

二

長
野
県
百
科
事
典
六
九
四
頁
、
写
真
は
昭
和
二
十
九
年
解
体
修

理
前
の
撮
影
で
一

・
五
メ
ー
ト
ル

・
一
・
八
メ
ー
ト
ル
・
一

・
五

メ
ー
ト
ル

の
主
柱
四
本
四
面
の
入
母
屋
作
り
、
廻
縁
束
石
は
一
面
六

個
で
あ
る
。

(橿
原
長
則
)

四、

遺

物

第
二

・
三
号
堂
祉
の
発
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た
遺
物
は
第
二

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
土
師
器
片
四
六
一
点
、
釘
類
三
四
本
、

灰
粕

一
O
片、

珠
洲
焼
九
片
、

鉄
器
片
三
点
、
石
英
石
片

三

点
、
土
製
神
像
片
(
頭
部
)
一
点
、

古
銭
(
永
楽
通
宝
)
一
枚
、

小
形
模
造
鉄
剣
片
一
点
、
毛
抜
状
銅
器
一
点
、
白
磁
片
一
点
、

陶
器
片

一
点
、
木
炭
片
多
量
と

「
遺
構
」

の
項
で
述
べ
た
束
石

に
利
用
し
た
五
輪
塔
の
台
石
(
地
輪
)
一
点
を
検
出
し
た
。
な

お
こ
の
ほ
か
に
、
寺
域
入
口

の
土
堤
か
ら
五
輪
塔
の
空
風
輪
一

点
が
表
面
採
集
さ
れ
て
い
る
。

(
金
井
汲
次
)

。

1 

也

表

|グリット|品 lE l品 |大 lt|小 |附 |珠洲|その他 | 摘 要

A 1 ~ I 2 1 i 1 ~ 1 1
1 

11 1 
ド川大原形石土師(丸片〕 21〉

第
1 2 l 23 1 1 l 

石陶((大永器〆楽石片土通11 師宝片1〉5)川原石〈丸)1 B 
2 1 6 1 4 1 

木神炭銭像片1 3 4 5 31 1 l 
4 12 33 l 1 7 古 1

号 1 1 9 1 白磁片 1

C 2 1 1 5 

堂 3 2 8 12 1 1 鉄鉄器器片片 11 ((大大形形土土師師片片121)〉
4 8 4 119 1 

祉 D I ~ I ~ l ci l ~~ 1 1 1 1 ~ 1 1 ~ 1 1 (播鉢片 1) 

言十 1271451叫 4 1 7 1 9 1 7 1 9 1 

1 1 7 

G 
2 1 
3 1 1 2 1 石(土英師石器1片に油煙付着〉
4 14 9 13 1 

第

H I! 1
2

1: 11 1
1

111 
1 3 1 |附 11(土師杯小形動

号
2 2 7 木炭片 石英石 1
3 4 1 2 1 

I 4 2 6 2 
主~主. 

5 2 小形模造鉄剣片1毛抜状銅器1

社
1 1 
3 2 4 

K 4 1 
5 1 2 

言十 1 26 118 1 54 1 1 1 8 1 5 1 3 1 

-9-

覧物遺土出第 2表



ハ
円
土
師
器

土
師
器
は
略
々
完
形
の
小
形
杯
が
第
三
号
堂
社

(
H
4
グ
リ
ツ
}
)
か
ら
発
掘

さ
れ
た
。
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
破
片
で
、
第
二
号
堂
泣
か
ら
は
三
六
三
片
、
第

三
号
堂
社
九
七
片
の
合
計
四
六
一
片
に
及
び
、
土
陶
器
片
の
九
五
・
六
%
を
占

め
て
い
る
。
第
二
号
堂
祉
の
内
陣
と
思
わ
れ
る
B
3
4
、
C
3
4
、
D
4
に
集

中
的
に
存
在
し
た
。
第
三
号
堂
社
で
は
床
面
の
全
面
か
ら
散
発
的
に
検
出
さ
れ

た
が
量
も
少
な
い
。
第
五
図

・
第
三
表
は
そ
の
ま
と
め
で
あ
る
。

第

表

土

器

表

E浦

9 8 7 6 5 4 3 2 1 番号

杯 杯 |互 杯 事不 杯 杯 杯 杯 器形

12 6.7 6 
E口径E径gl量c法m 

5 6.2 S.5 6.6 6 4 3.8 3.8 

含砂 良 良 良 胎
粒

良 良
好

良 良 好
良

好 土
脆や 焼

や
堅 堅 堅 堅 堅 堅 堅 堅 成

177 芥褐色丙黒外褐色黒内外暗褐黒内外褐色暗褐内外褐色黒内外褐色暗褐内外褐色黒内外褐色褐暗内 色

調
色 色 色 色

m4  D4 J 4 J 4 J 4 D4 C4 B3 H4 出土地点

側内土部
土 土

側内土師
土 土 土 内土

晶刻状印器ロ
師 師 師 師 師 側師

に器 器 器 を器 器 器 器 に器 摘
油 放 油

煙痕あり葉ロタロ

ロ ロ
射状クロ

ロ ロ ロ 煙ロ
ク ク ク ク " 痕あクロ側時戸ロ ロ tこロ ロ ロ ロ

整形 形整 磨く整形 整形 整形 形整 り整
形

1屡

糸切 切底糸
糸 糸 糸 糸 市t 痕あ切糸 要

底切
切 切 切底 切りり

底 底 底 底後

F 

U 

¥一一-'==グ
3 

ヌvv
京滋宗主

¥ 叫グ しJTじ

-10 

o 5岨

ωは
口
縁
の
一
部
に
少
し
欠
損
が
あ
る
が
、
略
々
完
形
の
小
形
杯
で
、
昭
土

焼
成
と
も
に
良
好
の
比
較
的
厚
手
作
り
の
も
の
で
あ
る
。
細
い
糸
を
使
用
し
て

底
を
糸
切
り
後
、
棒
状
工
具
に
よ
っ
て
巾
四
J
六
ミ
リ
、
深
さ
一

J
三
ミ
リ
の

直
線
を
捺
押
さ
れ
て
い
る
。
内
側
に
は
油
煙
痕
が
黒
く
残
存
し
、
灯
明
皿
と
し

て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
な
お
、
杯
の
内
側
に
油
煙
痕
を
残
す
も
の

は
、
こ
の
ほ
か
に
数
点
を
か
ぞ
え
る
が
、
い
ず
れ
も
灯
明
血
と
し
て
利
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

土
師
器
は
い
ず
れ
も
杯
の
破
片
で
、
糸
切
底
で
あ
る
。
極
く
細
片
は
別
と
し

て
拓
影
に
よ
っ
て
観
取
で
き
る
も
の
は
三

O
余
点
に
及
び
、
第
二
号
堂
祉
の
グ

b 

T
 

包
守

• 



¥. 

リ
ァ
ト
か
ら
は
A
3
4
、
B
4
、
C
4
、
D
3
品
で
内
障
と
お
ぼ
し
き
付
近
か

ら
出
土
が
多
く
、
第
三
号
堂
社
で
は
J
3
4
、
1
3
か
ら
検
出
さ
れ
、
小
形
模

造
鉄
剣
片
出
土
付
近
に
集
中
し
て
い
る
。

糸
切
底
と
そ
の
器
形
か
ら
国
分
期
の
終
末
段
階
の
土
師
器
と
推
定
す
る
。

(
金
井
文
司
)

。
土
製
神
像
片

・
そ
の
他
の
遺
物

土
製
神
像
片
第
六
図

ω、
第
二
号
堂
祉
の
礎
石
倒
東
側
の
地
表
下
二

0
セ

ン
チ
か
ら
検
出
さ
れ
た
頭
部
の
残
欠
で
あ
る
。
冠
の
頂
点
も
欠
き
、
現
高
三
、

五
セ
ン
チ
、
重
さ

一
0
・
三
グ
ラ

ム
。
良
質
粘
土
製
で
焼
成
も
か
な
り
良
好
で

黄
褐
色
を
呈
し
、

背
面
に
は
塑
型
に
挿
入
し
た
際
の
製
作
者
の
指
紋
が
残
っ

て

い
る
。
顔
は
温
雅
で
ふ
っ
く
ら
と
し
、
眼
は
切
れ
め
が
長
く
串
り
上
り
、
半
眼

開
き
。
鼻
筋
は
よ
く
通
っ
て
高
く
、
鼻
口
は
左
右
の
均
整
を
稀
々
欠
き
、
上
向

き
で
、
口
は
割
合
に
小
さ
く
下
唇
は
少
し
厚
い
が
引
き
締
っ
て
い
る
。
首
以
下

の
下
半
身
を
欠
く
。
製
作
は
前
半
身
を
塑
型
に
挿
入
し
て
作
り
、
後
半
身
を
欠

く
と
こ
ろ
か
ら
、
御
正
体
の
如
く
鏡
板
状
の
飾
仮
に
付
着
し
て
串
る
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

永
楽
通
宝
礎
石
倒
東
側
か
ら
銭
文
を
上
向
き
に
し
て
検
出
さ
れ
、
出
土
地

点
は
廻
縁
の
下
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
古
銭
は
明
の
成
祖
代
の
四
年
間
(
一回

oz一J
ち
に
わ
た
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
銅
貨
で
、
室
町
幕
府
の
遺
明
船
に
よ
っ
て

お

あ

し

よ

う

ど

わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
「
御
足
」
「
用
後
」
と
呼
ば
れ
、
広
く
全
国
に
通
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
出
土
銭
の
銭
文
は
極
め
て
明
瞭
で
、
磨
耗
の
痕
は
見
ら
れ

ず
、
径
二
四
ミ
リ
、
重
さ
二
・
一
グ
ラ
ム
を
算
之
表
裏
と
も
に
青
鏡
に
覆
わ
れ

守

信号野
堅盟主宰》

@ C三三二〉3

て
い
る
。
第
六
図

ω。

小
形
模
造
鉄
剣
片

-11ー

第
八
図

ω。
現
長
八
八
ミ
リ
、
重
さ
一

一
・
九

グ
ラ

ム
、
鍛
造
不
充
分
の
た
め
銭
化
が
甚
し
く
、
所
々
に
鋳
癒
が
み
ら
れ
る
。
第
一
一
一

号
堂
社
礎
石
間
西
側
か
ら
検
出
さ
れ
、

山
崩
れ
土
砂
の
た
め
地
表
下
六

0
セ
ン

チ
の
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
不
動
明
王
が
右
手
に
俸
持
す
る
剣
と
考
え
た

毛
抜
状
銅
器

長
さ
五
五
ミ
リ
、
重
さ
四

・
二
二
グ
ラ
ム
、
巾
四
ミ
リ
、
厚



さ
一
ミ
リ
で
礎
石
間
の
南
側
か
ら
発
掘
し
た
も
の
で
、
前
記
剣
出
土
地
点
の
近

傍
で
あ
る
。
(
第
六
図

ω)
銭
は
少
な
く
、
く
す
ね
た
銅
色
を
呈
し
て
い
る
が
、

用
途
に
つ
い
て
は
毛
抜
き
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
灯
明
の
芯
を
か
き
た
て

の
た
め
に
使
用
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

灰
利
萱
片
第
八
図
伺
は
礎
石
側
の
西
側
付
近
か
ら
検
出
さ
れ
、
頚
部

・
底

部
を
欠
く
、
比
較
的
小
形
の
も
の
で
、
胴
部
は
盤
形
を
呈
す
る
厚
手
作
り
の
重

で
あ
る
。
製
作
は
割
合
に
粗
雑
で
粕
付
け
も
あ
ま
り
良
好
で
な
い
。

灰
細
長
頚
萱
片
礎
石
側
周
辺
か
ら
八
片
が
出
土
し
復
元
し
た
も
の
で
あ
る

が
胴
部
以
下
は
欠
失
し
て
い
る
。
(
第
六
図
的
巴
口
径
三

一セ
ン
チ
、
頚
高
一

0
・
五
セ
ン
チ
で
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
。
器
商
は
淡
黄
緑
色
を
呈
し
、
整
形
紬
付

け
と
も
に
念
入
り
の
良
質
の
も
の
で
あ
る
。

珠
洲
焼
萱
片
第
六
図
仰
は
礎
石
岡
西
側
か
ら
出
土
し
た
。
割
合
に
厚
手
作

り
で
、
高
台
を
付
け
内
外
と
も
に
灰
青
色
を
皇
し
、
器
商
に
刷
毛
目
-調
製
の
痕

を
わ
ず
か
に
残
し
て
い
る。

す
り
ば
ち

珠
洲
焼
播
鉢
片

礎
石
倒
と
闘
の
中
聞
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

側
に
は

一
O
条
の
櫛
状
工
具
に
よ
っ
て
放
射
状
に
措
き
、
揺
鉢
と
し
て
の
機
能

を
果
す
施
文
が
あ
り
、
底
に
は
荒
い
刷
毛
目
文
を
つ
け
て
い
る
。
器
肉
は
厚
く

昭
土
焼
成
と
も
か
な
り
良
好
で
灰
青
色
で
あ
る
。
こ
の
穫
の
宿
鉢
は
市
内
に
お

い
て
は
昭
和
四
一
年
春
に
第
二
次
安
源
寺
遺
跡
発
掘
調
査
の
土
葬
墓
地
(
室
町

時
代
〉
か
ら
一
点
の
出
土
を
み
て
い
る。

白
磁
片
第
二
号
堂
祉
の
正
面
、
す
な
わ
ち
C

|
グ
リ
ッ
ト
か
ら
皿
の
一
部

分
と
推
定
さ
れ
る
白
磁
小
片

一
点
を
検
出
し
た
。
薄
手
作
り
で
、
口
一
縁
は
内
側

に
折
返
し
痕
が
あ
り
乳
白
色
の
か
な
り
良
質
の
も
の
で
あ
る
。

(
第
六
図

ω)
内

-e
'
4
 

鉄
釘
総
数
三
四
本
の
出
土
を
み
た
。
第
二
号
堂
社
か
ら
は
二

O
本
、
第
三

号
堂
祉
一
四
本
で
あ
る
。
第
一
表
の
分
類
は
「
大
」
は
八
セ
ン
チ
以
上
、
「
中」

は
三
セ
ン
チ
以
上
、
「
小
」

は
三
セ
ン
チ
以
下
と
し
、
大
釘
五
本
、
中
釘
一
五

本
、
小
釘
一
四
本
で
、
い
ず
れ
も
鍛
冶
手
打
ち
の
四
角
釘
で
あ
る
が
、
銃
化
が

甚
し
い
も
の

J

ば
か
り
で
あ
る
。

鉄
器
片

・
陶
片
三
片
の
鉄
器
が
発
見
さ
れ
、
小
さ
く
総
長
い
鉄
板
に
二
孔

の
あ
る
も
の
一
片
、
か
す
が
い
片
一
点
、
そ
の
他
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
第
二

号
堂
社
中
央
部
に
松
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
ら

の
鉄
片
は
こ
の
山
仕
事
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
小
陶
器
片
も
同
様

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
陶
器
片
は
茶
椀
の
破
片
で
あ
る
。

そ
の
他
の
遺
物

石

英

石
三
点
は
、
鳩
の
卵
大
で
乳
白
色
を
呈
し
、
火
打
ち

石
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
灰
や
木
炭
細
片
は
遺
構
の
全
面
に
見
ら

れ
た
が
、

B
2
・
1
2
グ
リ
ッ
ト
か
ら
の
も
の
は
比
較
的
大
形
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
前
述
の
五
輪
塔
の
地
輸
と
空
風
輸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ハ
金
井
汲
次
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五
、
む
す
び

げ
ん
の
う

建
応
寺
社
は
中
野
市
大
字
閉
山
字
建
応
に
あ
っ
て
幻
の
寺
院
社
と
し
て
伝
承

さ
れ
て
い
た
。
標
高
凡
そ
七

0
0
1七
二

0
メ
ー
ト
ル
の
谷
あ
い
を
削
平
し
て

寺
境
を
造
成
し
、
境
内
は
約
七

0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
も
ち
、
参
道

も
極
め
て
長
く
、
深
山
幽
谷
の
な
か
に
あ
る
。
第
一
次
発
掘
調
査
(
昭
和
五
三

年一

O
月
)
に
よ
っ
て
第
一
号
堂
社
(
七

・
八
×
七

・
八
メ
l
ト
l

・廻
縁
付
)
の

遺
構
を
検
出
し、

銅
製
御
正
体
三
躯
の
ほ
か
幾
多
の
遺
物
を
発
見
す
る
こ
と
が

9 

q
-
db
 



-・
・
5

も
u
'
P

で
き
た
。

今
回
第
二
次
発
掘
調
査
は
昭
和
五
四
年
一

O
月
九
日
か
ら
一
九
日
に
わ
た
る

一
一
日
間
に
及
び
、
参
加
人
員
は

一
九
一
名
、

発
掘
調
査
面
積
は
二
三
二
平
方

メ
ー
ト

ル
で
あ
っ
た
。
秋
の
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
予
期
以
上
の
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
二
号
堂
社
は
真
西
に
向
き
、
間
口
・
奥
行
共
に
七

・
四
メ
ー
ト
ル
で
丸
柱

跡
は
直
径
三
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
礎
石
群
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
状
の
ま

ま
残
り
、
廻
縁
の
束
石
も
ほ
ぼ
原
初
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
特
筆
し
た
い

こ
と
は、

西
北
隅
に
据
え
た

一
個
の
礎
石
に

一
辺
三
三
セ
ン
チ
方
形
の
線
を
陰

刻
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
堂
宇
造
営
の
水
準
と
方
位
の
基
準
と
な
っ
た
も
の
で
、

新
知
見
と
し
て
建
築
史
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
堂
宇
は

炎
上
し
礎
石
に
丸
柱
の
痕
が
残
り
、
ま
た
焼
け
た
た
め
礎
石
の
一
部
分
解
し
た

も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

土
製
神
像
片
は
頭
部
残
欠
で
あ
る
が
、
現
今
も
所
々
の
神
社
に
奉
記
さ
れ
て

い
る
随
神
に
近
似
の
も
の
で
あ
る

0

年
代
に
つ
い
て
は
、
に
わ
か
に
判
定
し
難

い
が
、
永
楽
通
宝
、
珠
洲
焼
摺
鉢
片
の
出
土
等
か
ら
中
世
中
葉
に
該
当
さ
せ
て

よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
三
号
堂
社
は
第
二
号
堂
祉
の
裏
手
の
山
寄
り
に
敷
地
を
造
成
し、

西
側
と

南
側
に
土
留
め
の
石
を
並
べ
て
い
た
。

山
崩
れ
や
、
近
代
の
杉
林
の
造
成
に
よ

っ
て
遺
構
の
一
部
が
変
貌
し
て
い
た
た
め
、
堂
祉
の
規
模
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
概
観
し
て
四
・
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
方
形
の
堂
字
と
み
た
い
。

ま
た
、
廻
縁
の
有
無
も
問
題
が
残
る
。
堂
字
炎
上
に
よ
っ
て
、
礎
石
の
大
部
分

に
は
焼
痕
が
見
ら
れ
た
が
、
柱
痕
は
残
存
す
る
も
の
は
無
か

っ
た
。
し
か
し
礎

石
の
形
状
か
ら
径
二

0
セ
ン
チ
前
後
の
柱
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
が
、
円
柱

で
あ
っ
た
か
、
角
柱
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

第
三
号
堂
祉
は
、
こ

の
よ
う
に
幾
多
の
問
題
点
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
発
掘
調
査
中
に
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
で
あ
る
大
河
正
弱
先
生
(
千
葉

大
教
授
)
に
現
地
指
導
を
お
願
い
す
べ
く
御
連
絡
申
し
あ
げ
た
が
、
折
か
ら
海

外
御
出
張
中
と
の
こ
と
で
、
御
指
導
を
賜
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
後

日
、
機
会
を
得
て
現
地
で
御
教
示
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
形
模
造
剣
片
は
不
動
明
王
捧
持
の
も
の
と
す
れ
ば
一
四
世
紀
以
降
盛
行
し

た
山
岳
修
験
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
寺
域
を
商
へ
向
っ
て
流
下
す
る
十

二
川
と
呼
ば
れ
る
小
川
の
存
在
ゃ
、
そ
の
流
域
に
潔
斉
場
と
目
さ
れ
る
遺
構
等

か
ら
勘
案
す
れ
ば
熊
野
系
修
験
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

- 13ー

二
次
に
一
日
一
る
さ
さ
や
か
な
調
査
に
よ
っ
て
、

三
棟
の
堂
社
と
各
種
の
遺
物
を

検
出
し
た
。
し
か
し
、
広
大
な
寺
域
か
ら
す
れ
ば
、

二
回
の
調
査
も
緒
に

つ
い

た
段
階
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
発
掘
調
査
を
継

続
す
る
と
と
も
に
学
術
的
綜
合
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
全
貌
を
た
し
か
め
る
必

要

が

あ

る

。
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